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惑星間塵によって散乱された太陽光（黄道光）は、太陽に近付くにつれて明るいために、朝夕の非常に短い時
間に観測されてきた。黄道光の強度分布の観測は、大気減光、大気光の影響を受ける。過去の観測から、黄道光
の (i)中心軸の黄道面からのずれ (ii)明るさ (iii)対称性 などが議論されてきた。我々の研究グループでは、魚
眼レンスまたは広角レンズにＣＣＤカメラを取り付けることによって黄道光の観測を行なってきた（１９９５年
８ー９月・ハワイ・ハレアカラ山頂、１９９７年３月・木曽、１９９７年９ー１０月ハワイ、マウナケア山）。

我々の観測の結果、黄道光の中心軸の位置が、春には北側に、秋には南側に年変化していることがわかった。
これは惑星間塵の空間分布の対称面が、黄道面と一致していないこと、および、その対称面に対して地球が公転
運動していることが原因であると考えられる。この観測結果は、同時に観測を行なったGegenscheinの結果とも
一致している。更に測定感度の向上によって、太陽離角の大きい部分の黄道光強度分布が得られたので、赤外線
衛星 IRAS、DIRBEで見付かっているようなダストバンドの、可視域での有無についても検討し、報告する。


